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74 年の歴史を写真で展示仮装でダンス

　９月９日と10日、南会津高等学校では、第21回南校祭が開催されました。テーマは「青瞬～僕らの心はノーディスタンス～」。来年
度から田島高校と統合する予定の南会津高校は、今回が最後の文化祭です。１日目は生徒のみで行われ、クラスごとの仮装やダンス
などのパフォーマンスの発表が行われました。郷土芸能保存会は南郷山口地区の早乙女踊りを披露しました。各クラスのパフォーマ
ンスのあと、地域の高齢者施設や保育所を訪問し交流しました。
　２日目は一般公開され、クラスごとの企画のほか、創立当時からの写真やアルバムなどが展示されました。写真やアルバムの前に
は多くの人が立ち止まり、現在までをなつかしく振り返っていました。各学年はゲームやおばけ屋敷などの企画で盛り上がりました。
　実行委員長の吉崎さんは「豊年まつりとの合同開催が出来ず残念でしたが、みんなが頑張って準備を重ね文化祭が出来てとても
うれしい」と話していました。実行委員の星さんは「地域の支えがないと成り立たない高校です。地域の皆さんへお礼を言いたい」と
振り返りました。
　中村康伸校長先生は「1週間遅らせたが実施できてよかった。生徒らが企画を考え、教員も74年の歴史を振り返る写真展示など
で互いに協力し頑張っていた。来年は統合となる。南会津の子供さんたちが入学したいとなるような学校をつくりたい。両校で検討
し進めています」とインタビューに答えてくださいました。
　玄関には、福島県教育委員会が９月８日に発表した、統合後の南会津高校の新しい制服が展示されていました。女子生徒のスラッ
クスもありました。

2022

　9月22日、御蔵入交流館で「第 44回少年の主張福島県大会」
が行われました。県内の市町村から選ばれた中学生16人が出
場しました。
　最優秀賞は小野中学校の黒田彩未さん「子供が主張できる
場所を」でした。田島中学校から出場した杉原夢乃さんと、星
このかさんが優秀賞を獲得しました。

　９月３日、南会津町、たかつえ蕎麦畑周辺で、会津高
原そばの花ウォークが行われました。みなみあいづ観光
が参加者を募集し、県内各地や東京都・埼玉県などから
およそ７０人が参加しました。
　たかつえスキー場のロッジをスタートし、農道を歩きな
がら、ゴルフ場や蕎麦畑をめぐりました。
　そば畑では、そばの花とオカリナの演奏が疲れ
をいやしました。

　田島中学校卒業生で東京でスポーツマッサージ等
の事業を行う大竹健一さんが母校にプロジェクター
などの機器や図書カードを寄贈しました。寄贈式は
９月29日田島中学校で行われました。
　大竹さんは株式会社ケッズトレーナー社長で都内
で11か所に開院しています。今回、福島がんばれ
寄付型私募債の発行を通じ、地域貢献や母校の発
展を願い寄贈しました。
　寄贈者の大竹健一さんと受託者である東邦銀行
新宿支店勝倉支店長が田島中学校を訪れ寄贈式が
行われ、全生徒が出席しました。
　大竹氏は中学生に「わからないことは学んでくだ
さい。たくさんの情報を、学びの中に入れていくと
役に立ちます。本を読んでください。」とエールをお
くりました。
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